
28
年
熊
本
地
震
災
害

　
　
義
援
金
の
お
知
ら
せ

地
域
猫
活
動
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か

　

近
年
、
飼
い
主
が
い
な
い
猫
（
野

良
猫
）
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
や
、

糞
尿
被
害
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
猫
活
動
は
、
市
民
が
主
体
と

な
り
適
正
な
管
理
の
も
と
で
餌
や
り

や
糞
尿
の
始
末
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
う
こ
と
で
野
良
猫
を
減
ら
す
活

動
で
す
。
地
域
猫
活
動
団
体
（
３
人

以
上
）
に
登
録
い
た
だ
く
と
、
不
妊

・
去
勢
手
術
費
の
補
助
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

補
助
額　

手
術
費
の
２
分
の
１

※
不
妊
手
術
（
雌
）
は
上
限
１
万
円
。

去
勢
手
術
（
雄
）
は
上
限
８
千
円

申
込
・
問
合
先　

環
境
対
策
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
２
１
２

障
が
い
児
福
祉
手
当
と

特
別
障
が
い
者
手
当

　

各
手
当
の
対
象
者
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
申
請
不
要

◆
障
が
い
児
福
祉
手
当

対
象　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
を
満

第
３
回
門
真
市
地
域
福
祉

計
画
審
議
会

　

地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
、
門
真
市
第
３
期
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
意
見
を
求
め
る
た
め
、
門

真
市
地
域
福
祉
計
画
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

12
月
26
日
㈪
午
後
２
時
か
ら

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
。

当
日
会
場
へ
直
接

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

門
真
市
第
３
期
地
域
福
祉
計

画
の
素
案

傍
聴
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問
合
先

　

地
域
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
９
３

進
路
選
択
支
援
事
業

（
予
約
制
）

　

専
門
相
談
員
が
進
路
選
択
や
奨
学

金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日　

原
則
月
・
水
曜
日
午
後
１

時
10
分
～
５
時
10
分

※
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
の

火
曜
日

と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

　

（
市
役
所
本
館
２
階
）

費
用　

無
料

申
込
方
法　

電
話

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
０
４
２

守も
ち
ぐ
ち
し
り
つ

口
市
立
さ
つ
き
学が

く
え
ん園

夜や

か

ん間
学が

っ
き
ゅ
う級
生せ

い
と
ぼ
し
ゅ
う

徒
募
集

対た
い
し
ょ
う象　

府ふ
ざ
い
じ
ゅ
う

在
住
の
義ぎ

む務
教き

ょ
う
い
く育
年ね

ん
れ
い齢
を

超こ

え
て
い
る
人ひ

と

で
、
小し

ょ
う

・
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校

生
活
や
就
職
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
人
な
ど
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
、
就
職
活
動

が
う
ま
く
い
か
ず
長
期
間
働
い
て
い

な
い
な
ど
の
お
悩
み
に
対
す
る
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
支
援
員
が
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
り
、
就
労
準
備
支

援
事
業
や
住
居
確
保
給
付
金
を
利

用
で
き
る
場
合
あ
り

◆
就
労
準
備
支
援
事
業

　

働
く
先
が
見
つ
か
ら
な
い
人
な
ど

に
、
就
職
先
の
斡
旋
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

支
援
内
容

◦
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

個
別
ア
ド
バ
イ
ス

◦
履
歴
書
作
成
、
面
接
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス

◦
求
人
情
報
の
提
供
、
企
業
へ
の
紹

介
、
就
職
後
の
定
着
支
援
な
ど

対
象
者

　

収
入
・
資
産
が
基
準
額
以
下
の
人

◆
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
に
よ
り
住
居
を
失
う
お
そ
れ

の
高
い
人
に
対
し
、
原
則
３
カ
月
間
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
、
就
職
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

離
職
後
２
年
以
内
の
求
職

中
の
人
で
、
収
入
・
資
産
が
基
準

額
以
下
の
人

※
基
準
額
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
問
合
先　

門
真
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
４
５
３

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施

　

こ
の
調
査
は
、
障
が
い
者
施
策
の

推
進
に
向
け
た
検
討
の
基
礎
資
料
に

す
る
た
め
、
在
宅
の
障
が
い
児
・
者

な
ど
（
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支

援
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
を
含
む
）

の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
区
に
は
調
査
員
が
、
「
調

査
実
施
の
お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
、

後
日
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
伺
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　

12
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

問
合
先

　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
１
５
４

　障がいのある人を取り巻く問題に
ついて、市民の皆さんの理解や認識
を深めるため、街頭キャンペーンや
演奏会を行います。
◆街頭キャンペーン
とき　12月９日㈮午後３時から
ところ
　京阪大和田駅前・古川橋駅前
内容　啓発折り紙の配布
共催　門真市社会福祉協議会
◆演奏会
とき　12月９日㈮午後０時10分から
ところ　市役所別館玄関ホール
出演者　ヘルマンハープ・かすみ奏
問合先　障がい福祉課
　☎０６(６９０２)６１５４

た
す
20
歳
未
満
の
人

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
の
身
体
障
が
い
が
あ
る
人

②
最
重
度
の
知
的
障
が
い
ま
た
は
精

神
の
障
が
い
が
あ
り
、
常
に
介
護

が
必
要
な
状
態
の
人

③
身
体
機
能
の
障
が
い
や
病
状
、
ま

た
は
重
度
の
知
的
障
が
い
や
精
神

の
障
が
い
が
重
複
し
、
そ
の
状
態

が
①
②
と
同
程
度
以
上
の
人

※
本
人
や
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
義
務
者
に
一
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
や
、
施
設
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
制
限
あ
り

支
給
額　

月
額
１
万
４
６
０
０
円

◆
特
別
障
が
い
者
手
当

対
象　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
20
歳
以
上
の
人

◦
視
覚
・
聴
覚
・
両
上
肢
・
両
下
肢

・
体
幹
・
精
神
（
知
的
）
・
内
部

機
能
（
心
臓
・
呼
吸
器 

・
じ
ん

臓
・
肝
臓
・
血
液
な
ど
）
の
う
ち

２
つ
以
上
に
特
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人 

※
内
部
機
能
障
が
い
が
重
複
し
て
い

る
場
合
は
１
つ
の
障
が
い
と
み
な

す 

◦
両
上
肢
・
両
下
肢
・
体
幹
機
能
の

い
ず
れ
か
に
著
し
い
障
が
い
（
１

・
２
級
程
度
）
が
あ
り
、
日
常
生

活
動
作
が
極
め
て
困
難
な
人 

◦
特
に
重
度
の
内
部
機
能
障
が
い
が

あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
何
も
し
な

い
で
静
か
に
寝
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程
度
に
絶
対
安
静
が
必
要

な
人 

◦
特
に
重
度
の
知
的
障
が
い
・
精
神

障
が
い
ま
た
は
認
知
症
な
ど
で
、

会
話
が
で
き
な
い
ほ
ど
日
常
生
活

で
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要
な
人

※
本
人
や
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
義
務
者
に
一
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
や
、
施
設
入
所
、
病

院
に
長
期
入
院
し
て
い
る
場
合
は

支
給
制
限
あ
り

支
給
額　

月
額
２
万
６
８
３
０
円　

◆
共
通

申
請
方
法　

専
用
の
診
断
書
を
提
出

※
診
断
書
料
は
自
己
負
担

申
請
・
問
合
先　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
１
５
４

　

FAX
０
６（
６
９
０
５
）９
５
１
０

児
童
扶
養
手
当
の
12
月
期

の
支
給
日
は
12
月
９
日
㈮

　

児
童
扶
養
手
当
12
月
期
（
８
月
～

11
月
）
を
12
月
９
日
㈮
に
振
り
込
み

ま
す
。
口
座
を
解
約
し
た
場
合
は
至

急
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
８
月
分
よ
り
２
子
目
、
３
子
目
以

降
の
手
当
額
が
増
額

２
子
目

◦
全
部
支
給
…
１
万
円

◦
一
部
支
給
…
５
０
０
０
円
～
９
９

９
０
円

３
子
目
以
降

◦
全
部
支
給
…
６
０
０
０
円

◦
一
部
支
給
…
３
０
０
０
円
～
５
９

９
０
円

◆
現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
毎
年

８
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
未
提
出
の
人
は
早
急
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
当
が
全
額
支
給
停
止
の
人
も
提

出
が
必
要

申
請
・
問
合
先　

こ
ど
も
政
策
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
１
８
６

12月３日～９日は
障がい者週間

　こども発達支援センターは、障
がい児支援の拠点施設として、肢
体・知的・精神（発達障がいを含
む）に障がいのある児童への療育
・機能訓練の実施や、発達障がい
児への個別療育、保育所などへの
訪問支援を実施しています。

　また、子育てに対する悩みの相
談も受け付けています。
問合先　こども発達支援センター
【通園グループ】
　☎０７２(８８３)１６８０
【地域支援グループ】
　☎０７２(８００)７７０１

事業名 事業内容 対象 問合先

通園事業 障がいのある就学前児童に対して、療育・機能訓練を
実施し、通園児の育ちを支援します

肢体・知的・精神（発達
障がいを含む）に障がい
のある就学前児童
※定員80人

通園
グループ

発達障がい
児個別療育
事業
※例年６月～
　２月に実施

地域の保育所、幼稚園、小学校に通う発達障がい児に
対して、個別療育および小集団でのグループ療育を週
１回程度実施します。児童の療育とともに、保護者の
悩み・不安を改善できるよう支援します

３ 歳 ～ 1 0 歳 （ 小 学 ４ 年
生）の発達障がい児（疑
いを含む）
※定員は18組
（28年度は申込終了） 地域支援

グループ保育所等訪
問支援事業

地域の保育所、幼稚園、小・中学校、高等学校などに
通う発達の気になる児童が、集団生活に適応できるよ
うに専門的な支援をします

発達の気になる18歳まで
の児童

発達相談
支援事業

児童の障がいの有無に関わらず、子育てに対する不安
や悩みなどを気軽に相談できる窓口を設置しています 18歳までの児童の保護者

「こども発達支援センター」をご存知ですか

申
請
は
お
済
み
で
す
か

２
つ
の
給
付
金

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
人
で

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
本
紙
と
同
時
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）５
５
６
３

一
時
使
用
無
料
駐
車
証
の
手

続
き
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
が
い
者
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
市
が
指
定
す
る
自
転
車
駐
車

場
を
利
用
し
て
い
る
人
に
発
行
し
て

い
る
「
一
時
使
用
無
料
駐
車
証
」
は
、

11
月
30
日
で
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
㈭
以
降
は
、
自
転
車
駐

車
場
窓
口
で
、
障
が
い
者
手
帳
な
ど

を
提
示
す
る
こ
と
で
一
時
使
用
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
一
時
使
用
無
料
駐
車
証
の
有
効
期

限
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
有
効

期
限
ま
で
使
用
可
。
有
効
期
限
満

了
後
は
障
が
い
者
手
帳
な
ど
を
提

示
市
が
指
定
す
る
自
転
車
駐
車
場

◦
門
真
市
駅
北
自
転
車
駐
車
場

　

☎
０
６（
６
９
０
７
）９
８
８
８

◦
門
真
市
駅
南
第
１
自
転
車
駐
車
場

☎
０
６（
６
９
０
７
）８
０
０
２

◦
古
川
橋
駅
自
転
車
駐
車
場

　

☎
０
６（
６
９
０
０
）６
０
４
０

◦
大
和
田
駅
自
転
車
駐
車
場

　

☎
０
７
２（
８
８
３
）８
８
７
６

◦
萱
島
駅
西
自
転
車
駐
車
場

　

☎
０
７
２（
８
８
５
）０
２
０
３

◦
門
真
南
駅
第
１
自
転
車
駐
車
場

　

☎
０
７
２（
８
８
４
）２
２
５
６

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
６
４
２

を
卒そ

つ
ぎ
ょ
う業
で
き
な
か
っ
た
人ひ

と

や
、

十じ
ゅ
う
ぶ
ん分

に
教き

ょ
う
い
く育

を
受う

け
ら
れ
ず
に

卒そ
つ
ぎ
ょ
う業

し
た
人ひ

と

※
外が

い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ

と

も
入に

ゅ
う
が
く
か

学
可

と
こ
ろ　

守も
り
ぐ
ち
し
り
つ

口
市
立
さ
つ
き
学が

く
え
ん園

　

（
守も

り
ぐ
ち
し

口
市
春か

す
が
ち
ょ
う

日
町
13
‐
26
）

授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料　

無む
り
ょ
う料

申も
う
し
こ
み
き
か
ん

込
期
間

　

12
月が

つ

１
日に

ち

㈭も
く

～
29
年ね

ん

４
月が

つ

28
日に

ち

㈮き
ん

※
土ど

・
日に

ち
よ
う
び

曜
日
、
祝し

ゅ
く
じ
つ日
を
除の

ぞ

く

申も
う
し
こ
み込

・
問と

い
あ
わ
せ
さ
き

合
先

　

守も
り
ぐ
ち
し
り
つ

口
市
立
さ
つ
き
学が

く
え
ん園

夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級

　

☎
０
６（
６
９
９
１
）０
６
３
７

国
の
教
育
ロ
ー
ン
制
度

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
国
の

教
育
ロ
ー
ン
と
し
て
、
高
校
や
短
大
、

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど

も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
教
育
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
守
口
支
店

　

☎
０
６（
６
９
９
３
）６
１
２
１

　

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援
金

は
、
10
月
31
日
現
在
、
75
万
４
０
１

５
円
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
被
災
地
に
送
金
さ

れ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
は
29
年
３

月
31
日
㈮
で
受
付
終
了

問
合
先　

地
域
福
祉
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
９
３

福

祉

教

育

環

境

福祉／教育 平成28年12月号
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